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「学年通信」は、生徒の皆さんが読み終わった後、必ず保護者の方に渡してください。 

よろこびの歌 

学年主任 野村 明日香 

 

街の至る所からイルミネーションが目に鮮やかな季節となりました。早いもので今年もあと１週間ほ

どです。４月に素晴らしい子どもたちと出会い、日々新しい驚きや気づきがありました。１２月は行事が

多く、学年レクや職業探訪、SOW山梨大学訪問、音楽会と子どもたちは生き生きとそれぞれの行事に取

り組んでおりました。片面に学年レクの様子を掲載しております。企画・運営・準備とすべて生徒が行い 

笑顔が絶えない時間となりました。職業探訪では各自の興味・関心により各コースに分かれて企業へ見

学に行きました。また、教育系志望の生徒は本校教頭の伊藤哲也先生より「先生って、やっぱりいいな！！」

と題して講義を受けました。職業探訪について生徒の感想を一部掲載します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

先週の金曜日に音楽選択者の日頃の成果を発表する音楽会が開かれました。美術、書道選択者はその歌声

を聞きました。１曲目の第９から会場は重厚感のある歌声で包まれました。ソロやパーカッション、司会、

指揮、伴奏と生徒が作り上げる音楽会は活気があり、エネルギーをたくさんもらいました。緊張する場面で

も伸び伸びと演奏する生徒の姿が印象的でした。また、本校の卒業生で東京藝術大学修士２年の野中さんが

ゲスト出演して下さり、その歌声に圧倒されました。 

 美術選択者の模写や書道選択者の篆刻の作品も素晴らしく、本校での充実した学びの様子が伺えます。

様々な行事や学びを通して生徒が視野を広げていることを感じます。今年１年を振り返り、記録を残して来

年への課題を見つけ、更に大きく成長してほしいと願っています。年末はご家族で第九を楽しむのもいいで

すね。 

 保護者の皆さまの本校教育活動に対するご理解、ご協力に感謝しつつ、また来年も変わらぬご支援をよろ

しくお願い申し上げます。 

 

来年は５日（金）からはじまります。元気に会いましょう。よいお年を！ 

▢印象に残っていることは何ですか？ 

・教員をする中で最も大切にしていること（生徒を信じること。相手に信じてもらいたければ、相手を信じ

ること。） 

・小さな頃から色々なものに触れ、経験を重ねることによって、何か仕事へのきっかけや自分の人生を変

えてくれるような事への出会いがあるかもしれないということ。 

・介護の仕事のイメージが、いままで自分が持っていたイメージとかなり変わったこと。 

▢働くことの意義とは何ですか？ 

・社会に貢献すること、自分らしさを生かすこと ・誰かの役に立つこと ・社会、環境をより良くすること 

▢自分たちで行動してよかった点は何ですか？ 

・計画を一から自分たちで行うことで、班での役割分担や計画、訪問先への礼儀等をしっかり考えて行動

することができた。 



「タイムスリップ」 

                 ３組副担任 山田耕二 

 

高校を卒業して 30 数年が経過した今年、母校の同窓会の運営を担当する「当番幹事」という年回りに当たりま

した。昨年第 100 回という節目を迎えており、今年は次の 100 年のスタートの年となりました。年間を通して

色々な事業があり、引継ぎ～発足会～ゴルフコンペ～理事会～招待サッカー大会～総会・懇親会、他にも記念誌作

成・広告協賛金調達・チケット販売等々、膨大な作業があることに驚きました。以前から「当番幹事の歳になった

らお手伝いするか…」と考えており、確認の連絡を快諾しました。当時はクラス 48 名であり、教室は隙間がない

ほど机が並べられており、8 クラスの同級生は 400 名程もいました。この 400 名程度の同級生が手分けをしてそ

れぞれの担当業務を請け負う。私の担当は最後に控える総会・懇親会の委員長でした。年間最後の同窓会を締めく

くる事業であると、後で知った時には、「厄介な係を引き受けてしまったな」と青くなりました。それでも引き受け

たものを何とかしなければと、今年の 2 月から定例会という打合せを重ね、準備を進めてきました。400 名の同

級生は県内外、中には海外に拠点のある仲間もいて、当番幹事のいわゆるレギュラーとして活動していたのは 20

名程度でした。各委員長が翌月の定例会までの 1 カ月間で、連絡調整した資料を作成し会議にかけて推進するとい

う作業を半年間、7 月からは毎週 1 回これを繰返す…。9 月末に総会・懇親会を終えた時、ホッとした安堵感とと

もに同窓会ロスのような喪失感を覚えました。重荷に感じていた仕事でしたが、終わってみればやり切った達成感

とやってきてよかったと思えるように気持ちが変化していました。そして、この活動を通して、いくつかの発見や

再確認がありました。➀本気で一生懸命やっていると誰かが助けてくれる。②高校時代の仲間の存在の尊さ。③脈々

と続く伝統の重み。➃時代感覚を持った合理的発想など…。大仕事を終えて仲間と過ごした時、オジサン達は少年

のように語り、義務感でなく母校や仲間のためにやり切った清々しく熱い表情でした。 

高校の主役である現役高校生の皆さん、あっという間の 3 年間です。1 年次も 3/4 が経過しました。今、目の

前のことに全力で取り組んでください。手を抜かないで本気でやろう。隣には共に進む仲間がいます。何年か経過

した時、高校時代の友人が一生の親友となっているかもしれません。 

 

 

  １月の主な行事予定 

 １月  １日（月） 元旦 

～４日（木） 冬季休業 

５日（金） 後期中間試験（AM） 

８日（月） 成人の日 

１１日（木） ▼ＰＭカセット 

１３日（土） 進研記述模試  ＜共通テスト １３（土）・１４（日）＞ 

１７日（水） 登校時マナーアップ運動  ▲AＭカセット 

１９日（金） 第３回英検１次（会場：本校） 

２２日（月） 第３回バイク通学者説明会（放課後） 

２６日（金） ▲AＭカセット  教育相談 

２９日（月）  ⑦カット 

３０日（火） ▲AＭカセット 

３１日（水）  ④⑤大掃除・前期入試準備 14:30生徒最終退出 


